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1 は じ め に

秋田県におけるオウトウの栽培面積は,平成元年～ 2年

(1989～ 1990年)の農林水産統計年報によれば53haで ,内
結果樹面積は49haと なっている。 この面積は全果樹面積

の12%を 占めるに過ぎないが,最近は高価格が反映し,

コルト台を中心に面積は増加する傾向にある。

オウトウは収穫期の降雨によって裂果がおこり,商品果

率の低下を招くことから,降雨を遮断する開閉式テントが

導入されてきたが,近年は雨よけハウスに移行している。

雨よけハウス導入以前の樹形は関心自然形の大樹仕立て

がほとんどであったが,樹高力沸 常に高く収穫を含めた種々

の作業が高所で行われることから危険性があり作業能率も

劣る。

雨よけハウスの導入により施設内に樹を納める必要性か

ら低樹高となり,作業の安全性,果実の品質向上が図られ

るようになった。

本試験では,雨よけハウス内の樹形のちがいが着色,果
実品質に及ぼす影響について検討したので,その結果を報

告する。

2試 験 方 法
試験 1

場内佐藤錦/コ ルト台,7年生の変則主幹形を用い,樹
冠容積の異なる樹を供試し,受光量のちがいによる果実品

質の差異を調査した。 1区は樹冠容積が大きい樹,2区 は
樹冠容積が小さい樹で栽植様式は40× 40111植えで雨よけ

栽培である。

試験 2

樹齢,樹冠の大きさにちがいのある,現地の樹を供試 し

た。 3区は佐藤錦/アオバ台,9年生で74× 74m植えの
変則主幹形,4区は佐藤錦/ア オバ台,29年生で90× 90

表 1 日射量の測定期間

区 分 測 定 期 間

5月 24日～5月 27日

5月 31日～6月 3日

7月 18日～7月 21日

7月 4日 ～ 7月 6日

8月 14日～8月 16日

nl植えの遅延開心形,5区は佐藤錦/コ ルト台,9年生で
40× 50m植えの主幹形でいずれの区も雨よけ栽培である。
受光量の測定はロビッチ日射計を樹冠の南側と北側に設

置し行った。位置は1,2区が主幹からlm離れ高さ80m,
3,4,5区 が主幹から2m高さ30cmと し,測定期間は表
1に示した。full sunは 遮へい物のない場所に日射計を置

き,こ れを指数100と し表した。

収穫は1,2区を6月 18日と6月 27日 の2回に分けて行っ
た。3,4,5区 の収穫は7月 8日 に行い 1回とした。
調査果実は樹冠下部は地上より15mの部位,樹冠上部
は地上より30mの部位を東西南北に分け,樹冠中央部も
含めて 9区分にし,各部位より着色,大きさとも平均 した

果実を10～ 15果採収して,果径,果実重,糖度,酸度.着
色割合を調査した。着色は色彩色差計で測定 しL・ a・ b・

で表示した。

3 試験結果及び考察

試験 1で は 1区の樹冠容積は52r,2区 は395ずで,側
枝本数は両区とも14本で構成されていたが, 1区では 1本

1本の側枝の横幅が広く厚めで,基部にはげ上がりが見ら

れ (図 1点線内),2区はほっそりとした細めの側枝で構
成されていた。 7月下旬の平均新梢長は 2区が28 6cmに対

し,1区では44m伸長しており樹勢も強い傾向がみられた。
受光量は 1区では南側が受光指数25,北側力も4であった。

2区では南側が25,北側が18で,1区の受光量が高くでて
いたが,これは側枝の基部のはげ上がり,調査樹の北側に

樹が栽植されておらず,大きな空間があったこと,測定期

間が早く新梢伸長が少なかったことなどが考えられた。

収穫時点での樹冠下の明るきは2区の方が明るく感じら

れた。

果実品質は,6月 18日 に収穫した果実の糖度は1区 で樹
冠上部の平均は176%,樹冠下部が154%,樹冠内部が15
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図 1 樹形の模式図と受光指数
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表2 樹冠の高さ別,方向別,収穫時期別の果実品質

縦径
(cm)輝賠 界智堪拿ζ  方向別 横径  果実重  糖度  リンニ曖
(m)  (8) (Brix) (%) 割合(%)L・

色着

a' b・

１

区

15111  4方向平均
30m  4方 向平均
1 5rrl 樹 冠 内部

1 77    234

200    238

1 96    242

154    0656

176    0753

150    0767

493    26 1     189

457    31 7    180

544    245    21 2

69
76
74

43

63

13
６

月

１８

日
1511  4方 向平均

:を  30m   4方向平均
15m 樹 冠 内部

177    0563

185    0653

160    0550

463    293    172

447    298    165

504    248    190

1 95     2 33

1 95    236

1 97     2 34

69
71

65

%で樹冠上部との差が 2%以上あった。また着色割合も樹
冠下部が平均で43%,樹冠内部が13%と ばらつきが大きく
でたが,2区の果実品質は 1区に比較して,大きな差はな
く平均していた。

6月 27日 の収穫果実は 1区 ,2区とも糖度は各部位とも
上昇し,大きな差は見られなかった。特に2区の樹冠上部
では平均で225%を示し食味が良好であった。
試験 2は ,3区が結果枝の枝幅が狭く下垂枝を利用した
樹で,4区は大樹仕立ての樹を雨よけハウス内に納めるた
めに,主幹高を低くし,枝幅の広い結果枝を利用した樹で,
5区は夏季せん定によって主幹に直接結果枝をつけた樹で

ある。

3区     4区      5区
図2 樹形の模式図と受光指数

樹高は各区ともほぼ同じであったが,主幹の高さは 3区

で43m,5区で44m,4区 は35mであり,樹冠容積は 3
区が137ポ ,4区が152r,5区が33ピであった。
受光量は樹齢の若い5区が高く,南側,北側とも受光指

数が30以上,次ぎに受光量が多いのは,3区 で南側が30,
北側が22であった。 4区は遅延開心形で結果枝が広いこと

や枝の重なりによって受光がさえぎられ北側では受光指数

表 3 樹冠の高さ別,方向別の果実品質 (7月 8日収穫)

が2と非常に少なくなっていた。

果実品質は,5区が着果過多にもかかわらず,果実が大
きく樹冠内での糖度の格差も少なく平均して優れていた。

3区は樹冠上部に比較して,樹冠下部と樹冠内部がやや

糖度が低くなるが17～ 18%以上であり,食味は問題なかった。

着色もほぼ均一に着色しており樹冠内での差も少なかった。

4区は,樹冠内部,樹冠下部での糖度が低く,着色も色

調がやや淡い赤で地色の進行が目立つ傾向にあった。

芽の充実を重量で見ると各区とも樹冠上部が 1芽当り重

量が重く充実していた。

5区は着果過多であったことから3区 ,4区よりもやや
劣る傾向にあった。乾物率も同様の傾向にあった。

試験 1で は樹冠容積のちがいによる受光量と果実品質を

比較すると,変則主幹形では側枝の幅が大きく,重なり合
いの大きい樹では,収穫期前半では樹冠内部,下部では糖

度にばらつきが大きく,数値も低く,着色割合も悪いなど

の影響が見られた。しかし,収穫期が遅くなると,糖度の

数値も上昇しばらつきも小さく,着色についても大幅な変

化は見られなくなるので,ほ っそりとした側枝を下げてつ

ける工夫が必要である。 4区は大樹仕立てを改善して雨よ

けハウス内に納めており,受光態勢を良くするためには,

樹冠内部への光の透入を良くする工夫が必要がある。

5区は現状では樹冠内への光の透入は最も良いが,コ ル

ト台であることから樹勢制御のため夏季せん定,誘引など

の管理に多くの時間を要し,今後充実した花芽の形成と再

生産性の低下を招かずにこの樹形を維持できるかが検討課

題である。

区分 努峯蒙ξ 方中別 瞥 騰 委琴 (1:i::i)り♂ 鵡 b.

豊整 [攀i:‖ :藍 ‖樹驚 艦艇猟鸞
畠整を雛 織独憂鸞饉 勝艇謡鸞
&薄 鱚 雑雑純穏鸞 静授紙澤

4ま と め

オウトウの高品質果実の生産には樹冠下部,樹冠内部ま

でfull sunの 20～30%の光が透入する樹形と適正な樹勢を

維持する管理が重要であると考えられた。
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